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湖湖南南市市水水道道ビビジジョョンン((改改訂訂版版))  

第第１１章章  



 

２ 

 

 

 

１．１ 改訂の趣旨 

本市の水道事業は、昭和31年の通水を開始以来、拡張事業を重ね、生活環境の向上や産業の

発展を支えてきました。 

水道事業は、地方公営企業の規定に基づき独立採算を基本に事業経営を行っており、その経費が

最終的に水道使用者の料金によって負担されることに鑑み、「最小の経費で最大の効果」を生み出す

ことにとどまらず、常に企業としての効率性を追求することが義務づけられています。 

また、一方では人口減少、節水機器の普及、景気の低迷等の影響により水需要が減少し、料金収

入が増加しない中、拡張の時代に構築した社会基盤である水道施設の多くが老朽化し更新時期を迎

えております。ライフラインとして水道が機能維持し向上していくためには、ハード面のみならずソフト面

からも再構築する必要が迫られており、需要者と一体となって安定した維持可能な水道事業について

見つめ直し、着実に実行していくべき時がきています。 

これらの社会的背景に対して積極的に取り組むためにも、本市は平成20年度に「湖南市水道ビジョ

ン」を策定し、平成25年に改定を行い、社会情勢の変化に対応した事業運営の課題を克服して利用

者とともに歩み続ける水道事業であることを目指してきました。 

このたび、この水道ビジョン改訂から１０年経過したことから、施設や数値目標について見直しを行い

ました。 

今後も安心で安全な水を供給することを最大の使命として、事業経営にあたっていきたいと考えて

います。 

 

１．２ 計画期間と目標年次 

今後、企業庁に受水施設（朝国、菩提寺、正福寺）を移管するため、令和４年度から令和８年度を

目標とした５年間を計画期間とし、計画給水人口は、53,408人、計画給水量は、24,080ｍ3/日と定

めます。 

 

 

 

 

 

 

 

湖湖南南市市水水道道ビビジジョョンンのの改改訂訂ににああたたっってて  第１章 

令和４年度 令和８年度 

計画給水人口 ： 53,408 人 

計画給水量 ： 24,080ｍ3/日 
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第１章 湖南市水道ビジョンの改訂にあたって 

１．３ 位置づけ 

湖南市水道ビジョンは、本市上位計画である総合計画をはじめ、下記に示す行政改革行動計画や

地域防災計画などとの整合を図りつつ、国の提唱する水道ビジョンの方針に沿って策定しています。 

今後、個別計画として具体化を検討するとともに、財政状況や水道利用者のニーズ、社会情勢など

の変化を踏まえ、定期的な見直しを図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湖南市水道ビジョン 
～ 市民の信頼とともに歩む湖南の水道 ～ 

行政改革行動計画 

集中改革プラン 

 

都市計画 

マスタープラン 

地域防災計画 

 

水道ビジョン 

（厚生労働省） 

パブリックコメント 

水道事業ガイドライン 

業務指標（PI） 

湖南市総合計画 

整合・反映 
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１．４ 構成 

本ビジョンは以下の流れで構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改訂の趣旨、計画期間と目標年次、位置づけ 

第１章 湖南市水道ビジョン(改訂版) 

 

湖南市水道事業の成り立ちや特徴 

第２章 湖南市水道事業の概要 

 

湖南市水道事業の現状と、抱えている問題点の抽出 

第３章 湖南市水道事業の現状と課題 

 

湖南市水道事業が目指す将来の姿 

基本理念 ： 市民の信頼とともに歩む湖南の水道 

第４章 基本理念と施策目標 

 

将来像に向けた具体的な施策群 

安全・安心 「安全で安心できる水道」 安定 「安定的かつ災害に強い水道」 

持続 「健全な経営の水道」 サービス 「市民に信頼される水道」 

環境 「環境にやさしい水道」 国際 「多文化共生の水道」 

第５章 施策目標と具体的施策 

 

施策の進捗状況や目標達成度の評価、推進体制 

第６章 湖南市水道ビジョンのレビュー 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．１ 湖南市の概要 

２．２ 湖南市水道事業の沿革 

２．３ 湖南市水道事業の概要 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湖湖南南市市水水道道事事業業のの概概要要  

第第２２章章  



 

６ 

 

 

 

２．１ 湖南市の概要 

湖南市は、平成16年10月に旧石部町と旧甲西町の

2町が合併し、誕生しました。本市は、滋賀県の南部に

位置し、東部から南部にかけて甲賀市、北東部には竜

王町、北部から西部に野洲市、栗東市と隣接していま

す。行政区域内面積は、東西9.7ｋｍ、南北12.3ｋｍ、

面積70.40ｋｍ2となっています。 

地形は、南北に阿星山系、岩根山系を擁し、中心部

を琵琶湖に注ぐ最大の河川である野洲川が東西を横断

し、野洲川付近一帯に平地が開けた、水と緑に囲まれた

地域です。 

名神高速道路をはじめとする交通の利便性から、県

内最大の工業団地である湖南工業団地が集積し、また、

国道1号や JR 草津線の交通基盤の利用により、京阪神

都市圏への通勤通学に便利な立地として、住宅地開発

が進みました。 

さらに、市内には「湖南三山」と称される常楽寺、長寿寺、善水寺のほか、天然記念物のウツクシマ

ツ自生地など、自然環境や歴史、文化遺産に恵まれたまちです。 

 

２．２ 湖南市水道事業の沿革 

湖南市水道事業の前身は、旧甲西町で昭和31年4月妙感寺の簡易水道に始まり、昭和38年4月

には上水道認可を取得し、甲西町全域に上水道として給水が開始されました。 

旧石部町は、昭和31年度に簡易水道が完成したのが始まりです。その後、昭和37年４月に上水道

認可を取得し、石部町全域が上水道事業に変更されました。 

両町とも拡張、変更を繰り返し、平成16年度の２町合併により、計画給水人口59,600人、計画給

水量35,000ｍ3/日の上水道事業として創設認可を取得しております。 

 

湖湖南南市市水水道道事事業業のの概概要要  第２章 
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第２章 湖南市水道事業の概要 

水道事業の沿革 

年度 旧甲西町 旧石部町 

昭和 31 年～ 

妙感寺に簡易水道竣工 

 

 

 

 

計画給水人口：9,100 人 

計画一人一日最大給水量：150 ㍑/人･日 

計画一日最大給水量：1,498m3/日 

 

石部に簡易水道竣工 

 

 

 

 

計画給水人口：10,000 人 

計画一人一日最大給水量：300 ㍑/人･日 

計画一日最大給水量：3,000m3/日 

昭和 41 年～ 

 

 

 

 

 

 

計画給水人口：14,000 人 

計画一人一日最大給水量：300 ㍑/人･日 

計画一日最大給水量：4,200m3/日 

計画給水人口：10,000 人 

計画一人一日最大給水量：300 ㍑/人･日 

計画一日最大給水量：3,000m3/日 

 

計画給水人口：8,250 人 

計画一人一日最大給水量：540 ㍑/人･日 

計画一日最大給水量：4,450m3/日 

 

計画給水人口：12,000 人 

計画一人一日最大給水量：708 ㍑/人･日 

計画一日最大給水量：8,500m3/日 

昭和 51 年～ 

計画給水人口：30,000 人 

計画一人一日最大給水量：657 ㍑/人･日

計画一日最大給水量：19,700m3/日 

 

計画給水人口：38,000 人 

計画一人一日最大給水量：518 ㍑/人･日

計画一日最大給水量：19,700m3/日 

 

昭和 61 年～   

平成 1 年～ 

計画給水人口：42,000 人 

計画一人一日最大給水量：607 ㍑/人･日

計画一日最大給水量：25,500m3/日 

 

平成 10 年～ 

 

計画給水人口：46,000 人 

計画一人一日最大給水量：554 ㍑/人･日 

計画一日最大給水量：25,500m3/日 

計画給水人口：13,600 人 

計画一人一日最大給水量：699 ㍑/人･日 

計画一日最大給水量：9,500m3/日 

平成 16 年～ 

 

計画給水人口：59,600 人 

計画一人一日最大給水量：587 ㍑/人･日 
計画一日最大給水量：35,000m3/日 

平成２0 年～ 

 

計 画 給 水 人 口 ： 58,700 人

計画一人一日最大給水量：484 ㍑/人･日 
計画一日最大給水量：28,398m3/日 

平成２４年 

 

計画給水人口：54,890 人

計画一人一日最大給水量：439 ㍑/人･日 
計画一日最大給水量：24,110m3/日 

S37 年度 

上水道 

創設 

S31 年度 

簡易水道 

創設 

S38 年度 

上水道 

創設 

S46 年度 

事業変更 

S42 年度 

事業変更 

S49 年度 

事業変更 

S47 年度 

第 1 次拡張 

S50 年度 

第 2 次拡張 

S59 年度 

変更認可 

Ｈ2 年度 

第 3 次拡張 

Ｈ11 年度 

事業変更 Ｈ14 年度 

変更認可 

Ｈ16 年度 湖南市合併創設 

S31 年度 

簡易水道 

創設 

Ｈ20 年度 変更届出 

Ｈ24 年度 変更届出 
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２．３ 湖南市水道事業の概要 

湖南市の水道事業は、計画給水人口 54,890人、計画一日最大給水量 24,110ｍ3/日の施設規

模です。普及率は 99.9％と概ね市内全域に供給できる体制となっています。 

本市は、滋賀県湖南水道用水供給事業（以下、湖南用水）から、計画給水量の約 95％を受水し、

各受水施設から配水池に送水後給水しています。また、自己水源は東河原地区の 3 箇所の深井戸と

妙感寺地区の表流水から取水しています。浄水方法は、深井戸が凝集沈澱、急速ろ過処理（除鉄・

除マンガン処理）、表流水は凝集沈澱、急速ろ過処理を行い、それぞれ塩素消毒後、配水していま

す。 
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第２章 湖南市水道事業の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湖南用水(浄水受水)

名　　称 構造
容量
(㎥)

宮の森受水場 RC 1,500

菩提寺受水場 PC 1,300

正福寺受水場 RC 1,080

朝国受水場 PC 4,500

合計 8,380  

 

 

 

 

 

 

 

 

名　　称

雨山送水ポンプ所

東寺加圧ポンプ所

美松加圧ポンプ所

妙感寺加圧ポンプ所

日枝加圧ポンプ所  

 

                           雨山低区受水池（配水池） 

 

   【配水池施設】 

 

【受水施設】 

【ポンプ施設】 

   【浄水施設】 

 

【水源】 

 

名　　称 種別
計画水量
(㎥/日)

東河原水源 深井戸 1,300

妙感寺水源 新川表流水 1,500

合　　計 2,800

名　　称 浄水処理方法
計画浄水処理量

(㎥/日)

東河原浄水場 急速ろ過 1,300

妙感寺浄水場 急速ろ過 1,500

合　　計 2,800

名　　称 構造
容量
(㎥)

系列

雨山中区配水池 RC 616 中区

雨山高区配水池 SUS 800 高区

雨山低区受水池(配水池) PC 3,000 低区

菩提寺配水池 PC 2,830 菩提寺系

正福寺配水池 PC 3,800 正福寺系

美松配水池 SUS 303 美松系

ﾜﾝﾜﾝ山配水池１号 SUS 1,400 朝国系

ﾜﾝﾜﾝ山配水池2号 PC 3,000

妙感寺加圧配水池１号 PC 400

妙感寺加圧配水池2号 PC 400

妙感寺受水池(配水池) PC 940 妙感寺系

合計 17,489

妙感寺
加圧系
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湖南市の鳥：ウグイス 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．１ 水需要の動向 

３．２ 安全な水道水の確保 

３．３ 安定的な水道水の供給 

３．４ 運営基盤 

３．５ 環境保全 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湖湖南南市市水水道道事事業業のの現現状状とと課課題題  

第第３３章章  



 

１２ 

 

 

 

３．１ 水需要の動向 

 本市の行政人口は減少傾向にあり、給水人口も同じく減少傾向にあります。また、一日最

大給水量についても、利用者の節水意識の向上や経済の低迷等を要因とした伸び悩みがみら

れます。 

このような水需要の低迷を受け、本市水道事業においては、今後必要に応じて定期的に水需

要の見直しを図り、今後はこれまでの設備投資の施策から方向転換し、施設の更新に合わせ

た施設の適正化・効率化を図ります。 

  

◆給水人口の動向 

昭和62年には39,212人であった旧石部町と旧甲西町の合計人口は、平成2年には46,093人、平

成7年には51,372人と急速に増加してきました。以降増加率は鈍化したものの、合併時平成16年の

湖南市の人口は56,463人と増加傾向となっていました。市内には国道１号、国道１号バイパスや名神

高速道路といった交通の大動脈が走り、今後も企業進出や宅地開発も見込まれるものの、景気の低

迷、人口の減少などにより給水人口は微減傾向になるものと予測されます。 

 

計画 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8
行政区域内人口 54,843 54,789 54,778 55,048 55,105 54,838 54,442 54,402 54,184 53,966 53,746 53,458
給水人口 54,793 54,739 54,728 54,998 55,055 54,788 54,392 54,352 54,134 53,916 53,696 53,408
普及率 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9%
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第３章 湖南市水道事業の現状と課題 

◆水需要の見通し 

わが国における水道事業の水需要は、長引く景気の低迷や給水人口の減少、節水意識の高まりや

節水機器の普及など節水型社会の浸透により、減少傾向にあります。湖南市においても、一日平均給

水量は令和2年度には20,050ｍ3/日となり、計画期間最終年次の令和8年度には19,529ｍ3/日へと

微減するものと予測されています。 

 

 

計画 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8
生活用水量 12,926 13,038 12,962 13,033 12,964 13,523 13,251 13,017 12,965 12,913 12,860 12,791
業務営業用水量 2,156 2,173 2,162 2,179 2,071 1,997 2,134 2,113 2,113 2,113 2,113 2,113
工場用水量 2,674 2,759 2,743 2,792 2,710 2,454 2,356 2,665 2,665 2,665 2,665 2,665
その他水量 8 10 3 4 5 3 3 7 7 7 7 7
一日平均給水量 19,923 20,068 20,313 20,128 19,698 20,050 19,349 19,780 19,722 19,664 19,606 19,529
一日最大給水量 23,074 23,054 23,503 24,804 23,232 23,131 21,558 24,390 24,318 24,247 24,175 24,080

0

5,000

10,000

15,000
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(㎥/日)

生活用水量 業務営業用水量 工場用水量 その他水量 一日平均給水量 一日最大給水量
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３．２ 安全な水道水の確保 

◆水源水量 

本市は水需要に対応した水量の安定を確保するため、湖南用水からの受水が全体の約95％を占

めています。残りの約5％が自己水源系で、東河原水源の地下水と妙感寺水源の表流水から取水し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

▲ 湖南用水給水系統図 
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第３章 湖南市水道事業の現状と課題 

  

水源別取水量

計画取水量
令和３年度
平均取水量

令和３年度
平均配水量

企業庁 菩提寺受水池 3,200
湖南用水 正福寺受水池 7,300

朝国受水池 7,700
宮の森受水池 2,800
雨山低区配水池 2,900
小計 23,900㎥/日 18,490㎥/日 18,490㎥/日 

東河原水源地 深井戸 1,300㎥/日 360㎥/日 270㎥/日 
妙感寺水源地 表流水 1,500㎥/日 662㎥/日 587㎥/日 

26,700㎥/日 19,512㎥/日 19,347㎥/日 

水源名

計  

  

 

      

 

 

 

 

 

業務指標（水源） 

業務指標No,
業務指標名

指標算式 H30 R1 R2 R3
R2公表
全国

1002

水源余裕率(％） 19 27 33 36 50
[(確保している水源水量/一日最大配水量)-1]×100

 

 

▲計画取水量内訳 ▲令和３年度平均取水量内訳 ▲令和３年度平均配水量内訳 
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◆浄水処理方法 

《湖南用水》 

湖南用水は琵琶湖から取水し、吉川浄水場で下図の工程で浄水処理されています。 

（企業庁ＨＰより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①着水井 ②脱臭処理池 ③薬品沈澱池 ④急速ろ過池 

水位や水量を調整する。 

 

 

 

 

 

原水の異臭を粉末活性

炭に吸着させる。 

 

 

 

 

 

薬品を注入し 攪拌し、

浮遊物を凝集させて沈

澱させる。 

 

 

 

 

水を砂の層で急速ろ過し

て浄化する。 

 

 

 

 

 

⑤塩素混和池 ⑥浄水池 ⑦調整池 ⑧受水池  ⑨配水池 

次亜塩素酸ソーダで消

毒し、衛生的で安全な水

にする。 

 

消毒した水を貯めてお

く。 

 

 

 

 

 

 

各市町の配水池へ送る

水を貯めておく。 

 

 

 

 

 

各家庭へ送る水を貯め

ておく。 

 

 

 

 

 

ＰＰ

Ｐ

びわこ

ポンプ

①着水井
③薬品沈殿池

②脱臭処理池

⑥浄水池

③薬品沈澱池
④急速ろ過池

⑧配水池

⑤塩素混和池 ⑥浄水池

⑧各受水池 ⑦山脇調整池

吉川浄水場

工業用水道

水
道
用
水

ポンプ

ポンプ

工場

各家庭
⑨各配水池
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第３章 湖南市水道事業の現状と課題 

《東河原水源》 

深井戸3井から取水しており、自然由来の鉄・マンガンが比較的高いため、エアレーションの後、凝

集沈澱処理、除鉄・除マンガン処理を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１８ 

 

《妙感寺水源》 

表流水を取水した後、凝集沈澱処理→急速ろ過処理を行っています。原水は、周囲を山で囲まれ

ており人的な汚染は少ないですが、降雨時には濁度が急上昇するため、濁度が15度以上になった場

合は取水を停止します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

着水井
薬品沈澱池

急速ろ過機

浄水池 妙感寺受水池
各家庭

取水口
表流水

次亜塩素

妙感寺浄水場



 

１９ 

第３章 湖南市水道事業の現状と課題 

◆水質管理 

本市では、いつでも利用者が安心して水道水を利用していただけるよう、水の安全を確保するた

めに毎年、検査項目や検査回数、検査地点を定めた水質検査計画を策定・公表し、水質管理を行

っています。また、水質検査計画に基づき、受水系統ごとに検査地点を設け、法令で定められてい

る色、濁り、消毒の残留効果を毎日検査しています。受水している湖南用水では、自己水質検査機

関で水質検査を行っています。雨山低区配水池と朝国受水池では、毎日検査の項目を自動水質

計器により 24 時間連続監視し、危機管理に努めています。 

今後とも、環境の変化や新たな水質基準の改正への対応など、臨機応変に取組む必要がありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務指標（水質状況） 

業務指標No,
業務指標名

指標算式 H30 R1 R2 R3
R2公表
全国

1106

塩素臭から見たおいしい
水の達成率(％）

130 120 150 130 100

[1-(年間残留塩素最大濃度-残留塩素水質管理目標
値)/残留塩素水質管理目標値]×100

 

 

▲ 水質検査状況 

▲ 水質検査状況（毎日検査） 

▲ 監視機器（生物センサー） 
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３．３ 安定的な水道水の供給 

◆施設の老朽度 

下表に示すとおり、市内全域に 380ｋｍを超える管路が布設されていますが、1960 年～80 年代に

布設された管路延長は約 120ｋｍもあり、今後膨大な管路の更新が課題といえます。 

現に管路の老朽化による漏水事故や管破損事故が起こっています。１件の事故が、その下流域の

給水すべてに影響を与えるため、老朽管の計画的な管路更新で対応する必要があります。本市として

も下水道整備や道路改良などの他事業と併せて同時施工し、コストの縮減を行いつつ老朽管路の更

新に努めています。 

経営環境が厳しさを増す中で、今後、老朽化施設

の更新を行うに当たり、まず施設の老朽度について十

分な調査を行い、更新計画の策定や、適切な維持管

理により施設の延命化を図ることで、老朽施設の計画

的更新が可能になります。また、水需要の伸び悩みを

受けて、老朽施設の更新を行う際には施設能力につ

いて十分な検討を行い、縮小化などによる規模の適

正化を図ることが必要です。 

 

 

年代別管布設状況 <km>

1980年代まで 1990年代 2000年代 2010年代 2020年代 計

導水管 0.3 0.5 0.2 0.1 1.1

送水管 10.0 5.1 2.5 2.2 19.8

配水管 110.1 114.9 91.9 46.9 4.5 368.3

計 120.4 120.5 94.6 49.2 4.5 389.2  

 

 

（老朽化度） 

業務指標No,
業務指標名

指標算式 H30 R1 R2 R3
R2公表
全国

2102

経年化設備率
(％）

50 50 50 50 53

2103

経年化管路率(％） 18 20 20 22 19

2104

管路の更新率(％） 0.06% 0.89% 0.30% 0.18% 0.54%

経年化年数を超えている電気・機械設備数/電気・機
械設備の総数×100

法定耐用年数を超えた管路延長/管路総延長×100

更新された管路延長/管路総延長×100

 

 

 



 

２１ 

第３章 湖南市水道事業の現状と課題 

◆施設の耐震性 

滋賀県内では 20 数本の活断層が確認されているほか、周辺の府県にも大地震の震源地とな

りうる活断層があります。県では、大きな被害を及ぼす地震として、複数ある想定の中から

特に南海トラフ巨大地震を想定して地域防災計画を策定しています。 

湖南市地域防災計画においては南海トラフ巨大地震に加えて琵琶湖西岸断層帯を震源とす

る地震を想定しており、これらの地震が発生した場合、最大震度は６強と想定されています。 

本市の水道施設は受水が大きく占めているため、受水池や配水池施設が多く、16箇所も整備され

ています。また、野洲川左岸に主配水系統の配水池が少なく、災害時に左岸への緊急対応が難しい

状況です。合併に伴い配水区域の一体化を図り、地形的特徴を生かした水融通機能の備えが必要で

す。 

現況施設の耐震率は、令和３年度末地点で配水池56％、管路2％ に留まっており、これまで水需

要の増加対応や普及率向上を優先的に取り組んできた背景もあり、水道施設の耐震化が思うように

進んでいない状況です。自己水源の浄水場1箇所(東河原水源地)については、平成23年度に施設の

耐震化が完了しています。今後は水質事故、震災等の対応マニュアルの整備を行い、災害時応急体

制の強化を図る必要があります。 

  

▲震度想定（湖南市地震ハザードマップより） 



 

２２ 

受水池・配水池(現状と計画) 

構造
容量
(㎥)

計画 構造
容量
(㎥)

宮の森受水場 PC 1,500 耐震化 補強 1,500

菩提寺受水場 PC 1,300 耐震済 PC 1,300

正福寺受水場 RC 1,080 耐震化 補強 1,080

朝国受水場 PC 4,500 耐震対応 PC 4,500

雨山配水池 RC 616 廃止

雨山低区受水池(配水池) PC 3,000 耐震済 PC 3,000

菩提寺配水池 PC 2,830 耐震済 PC 2,830

正福寺配水池 PC 3,800 耐震済 PC 3,800

雨山高区配水池 SUS 800 耐震済 SUS 800

美松配水池 SUS 303 耐震済 SUS 303

ﾜﾝﾜﾝ山配水池１号 SUS 1,400 耐震済 SUS 1,400

ﾜﾝﾜﾝ山配水池2号 PC 3,000 耐震済 PC 3,000

妙感寺加圧配水池１号 PC 400 耐震済 PC 400

妙感寺加圧配水池2号 PC 400 耐震済 PC 400

妙感寺受水池(配水池) PC 940 廃止

配水池合計 17,489 15,933

※耐震対応とは、1981以降(1981年以降の建築基準では、地震対応
可能となっている。)の施設である。

現状 計画
名　　称

 

 

業務指標（耐震化状況） 
業務指標No,
業務指標名

指標算式 H30 R1 R2 R3
R2公表
全国

2001

給水人口一人当たり
貯留飲料水量(ℓ/人）

232 232 233 235 206

2004

配水池貯留能力(日) 0.87 0.89 0.87 0.90 1

2205

給水拠点密度
(箇所/100㎢)

52 52 52 52 25

2207

浄水施設耐震率(％） 46 46 46 46 38

2209

配水池耐震施設率(％） 43 43 44 44 55

2210

管路の耐震化率(％） 6 7 7 7 14

[(配水池総容量(緊急貯水槽容量は除く)×1/2+緊急
貯水槽容量)/給水人口×1000

配水池総容量/一日平均配水量

配水池・緊急貯水槽数/給水区域面積×100

耐震対策の施されている浄水施設能力/全浄水施設
能力×100

耐震対策の施されている配水池容量/配水池総容量
×100

耐震管路延長/管路総延長×100
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第３章 湖南市水道事業の現状と課題 

３．４ 運営基盤 

◆経営基盤の強化 

本市における給水区域内人口は減少傾向にあり、給水量も今後微減する傾向となっています。この

結果、事業経営の根幹となる料金収入も水需要の減少に伴い収益も減少していく状況が予測されて

います。 

一方で、業務の効率化を図るとともに民間委託を推進し、費用の圧縮に努めています。 

今後は老朽施設の大量更新を控えており、市民のライフラインとしての水道事業を安定経営するた

めにも、業務の効率化と経営の改善は事業運営上の重要な課題です。 
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業務指標（経営指標） 

業務指標No,
業務指標名

指標算式 H30 R1 R2 R3
R2公表
全国

3001

営業収支比率(％) 102 106 86 107 118

3002

経常収支比率(％) 105 106 86 107 111

3003

総収支比率(％) 102 106 86 107 111

(営業収益-受託工事収益)/(営業費用-受託工事費
用)×100

(営業収益+営業外収益)/(営業費用+営業外費用)×
100

総収益/総費用×100

 

 

  

 

令和３年度給水原価内訳 
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第３章 湖南市水道事業の現状と課題 

 

                                                   （Ｒ４現在） 

 

業務指標（料金） 

業務指標No,
業務指標名

指標算式 H30 R1 R2 R3
R2公表
全国

3013

料金回収率(％) 104 105 80 107 103

3014

供給単価(円/㎥) 189.13 189.16 144.82 185.59 174.38

3015

給水原価(円/㎥) 182.61 180.41 181.64 173.92 168.89

(経常費用-受託工事費-特別損失-長期前受)/有収
水量

供給単価/給水原価×100

給水収益/有収水量
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◆業務体制 

本市では平成 24 年に上下水道部を新設し、その後組織改編により平成 29 年に上下水道事

業所となりました。上下水道課内には水道工務係、下水道事業係、また上下水道それぞれの

庶務係を配置し、水道事業、下水道事業それぞれの効率化を進めています。 

また、水道施設の管理運営や維持修繕のほか、水道料金の徴収、量水器の検針などを民間

企業に外部委託しています。 

 

　--- 水道工務係

上下水道事業所長 ----上下水道事業所副所長 ----上下水道課長 ---- 水道庶務係

（下水道事業係）

（下水道庶務係）

 

 

 

 

 

 

 

 
 

業務指標（効率化） 

業務指標No,
業務指標名

指標算式 H30 R1 R2 R3
R2公表
全国

3007

職員一人当たり
給水収益(千円/人)

177,568 168,147 168,168 171,700 59,044

3008

給水収益に対する
職員給与費の割合(％)

4.57 4.83 4.87 4.61 9.78

3019

施設利用率(％) 58 56 63 61 62

3020

施設最大稼働率(％) 71 66 73 68 71

3105

技術職員率(％) 57 57 57 57 43

3106

水道業務経験年数度
(年/人)

8 6 5 5 11

一日平均給水量/一日給水能力×100

一日最大給水量/一日給水能力×100

技術職員総数/全職員数×100

全職員の水道業務経験年数/全職員数

給水収益/損益勘定所属職員数/1000

職員給与費/給水収益×100
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第３章 湖南市水道事業の現状と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
民間外部委託 

【水道施設維持管理業務委託】 

・運転管理業務 

 

 

・保守管理業務 

 

 

・水質管理業務 

 

 

・汚泥処理業務 

 

・管路管理業務 

 

・緊急時処理業務・開始 

 

 

【水道料金等収納等業務委託】 

・受付業務 

 

・検針業務 

 

・精算・収納業務 

 

・滞納整理業務 

 

・給水停止業務 

・給水開始、休止業務 

・経理補助業務 

水道施設の運転管理、浄水施設の濁度管理、 

残留塩素濃度管理及び配水設備水量（水圧）管理 

各施設の巡回点検、各設備の定期点検、各施設内の清掃及び除草、 

簡易な故障修理・施設台帳の整理・現地対応及び立会 

毎日水質検査、定期水質検査、水質検査計画の作成支援及び生物センサーの管理、

高濁度時対応 

汚泥脱水作業及び池内清掃 

管路パトロール及び貯蔵品管理 

異常通報対応、緊急水質分析及び災害 

事故漏水などの対応 

受付窓口、電話対応 

量水器の検針、給水開始、休止作業 

水道料金算定、徴収、会計処理 

滞納整理 
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３．5 環境保全 

◆環境保全への貢献 

国際社会において人口の急増問題や気候の変動、環境の汚染などが要因となり、地球上で利用可

能な水が減少し、社会に不可欠である安全な水の価値が高まっています。水の世紀といわれる21世

紀においては、国際的にも人類の存在基盤である安全な水を確保するため、水環境の保全、総合的

な水管理の必要性が指摘されています。 

本市水道事業においても、適切な施設運用により、限りある水資源を有効に利用して、環境に配慮

した意識の向上を図ることが必要です。 

 

業務指標（環境保全） 
業務指標No,
業務指標名

指標算式 H30 R1 R2 R3
R2公表
全国

4001

配水量1㎥当たり
電力消費量(kWh/㎥)

0.400 0.360 0.320 0.310 0.390

4002

配水量1㎥当たり
消費エネルギー

(MJ/㎥)
1.43 1.24 1.13 1.13 1.40

4006

配水量1㎥当たり
ニ酸化炭素排出量

(g・CO2/㎥)
103 89 82 81 124

3018

有収率（％） 89.5 90.0 89.8 90.9 87.6

全施設の総エネルギー消費量/年間配水量

総二酸化炭素(CO2)排出量/年間配水量×106

有収水量/給水量×100

全施設の電力使用量/年間配水量

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


